
施　　策： 財務コード農林業の振興 01050107-02-373

キーコード：448

出力日：令和08年03月16日
事務事業名水田営農対策事業

12
基本事業： 99施策の総合推進 担当部 環境経済部

基本事業の
成果指標

担当課 農政課

担当係 農政担当

水稲および需給調整作物作付農家 　農業委員会、筑紫農協、農業者代表等で構成する「筑紫野市水田営農対
策協議会」において、福岡県より当市に提示された主食用米作付計画面積
を基にして各集落への作付計画面積を協議する。

　作付計画面積は、筑紫野市水田営農対策集落推進員（農事組合長）とと
もに、各集落等（農事実行組合）で計画的に取り組み、現地において履行
を確認する。

　農業所得を安定化するため、米の需給調整が適正に実施
されている。

計画年度 昭和45年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

作付目標面積（水稲）

作付面積（水稲）

4,589,000 4,656,0004,589,000 4,534,000 4,654,000

4,046,910 3,996,524 4,188,294 4,592,000

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
1,829 1,780 2,144 2,065計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
0
0

0 0 0
0 0 0

0 0 0 0
1,829 1,780 2,144 2,065

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.6 0.6 0.6
4,689 4,814 5,029
6,518 6,594 7,173 2,065

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

＜状況＞作付面積は、作付計画面積以内となっており、需給に応じた米の生産量となっている。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）
維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は中

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

　米の需給調整（生産調整）は、国の政策として昭和45年から実
施されている。

　米の生産調整は、平成30年産より国から配分がなく、米の直接
支払金（7,500円／10a）が廃止されることとなった。
　平成30年度以降は、生産者自らの経営判断により需要に応じた
米生産を行うこととなった。今後も需給調整見直しに係る情報収
集と実施体制の維持が求められる。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

㎡

㎡

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


